
国際農林水産業研究成果情報 No.I 1, 2004 (平成 15年度）

28. 石垣島宮良川における懸濁物質および窒素とリンの推定流出量

〔要約〕 石垣島宮良JII から 1 年間に海洋に流出する懸濁物質 、 童~、リニこは 、 それぞれ、 1882 t、68t、
7 tと推定される。土壊浸食深は畑地当たり 0.2mm、窒素と リンは施肥最と家畜排泄量合量のそれぞれ

25%と6%である。
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［背景・ねらい］

近年、亜熱帯島嶼では大規模な農地造成 ・開発により、大量の赤土が沿岸海域に流出し、景観と漁業に

深刻な影害を及ぽしている 。また、肥料や家畜排泄物に起因する窒素、リ ンによる海洋汚染 も深刻にな

りつつある。石垣島の宮良川は27.3km2の集水面積を有し、 地目別の土地面積割合は山林 （真栄里ダムと

底原ダムの集水域）が 36%、畑地 （サ トウキビ、パイナ ップル、牧草等）が 30%、水田が 4%を占め、

その他は原野、耕作放棄地、道路等である。こうした土地利用現況のもとでの懸濁物質、窒素、リンの

涌域への負荷量を解明する。河川流量は平喜名堰 （図 I)で自記水位計を用いて観測する。水質の測定

は 1999年 5月から2002年 12月まで 7カ所を対象に継続 して行い、測定回数は月 2~4回で合計 1I L回

である。また懸滞物質、窒素、リンの海域への負荷批の測定は、平喜名橋で降雨時に 自動サン プラーに

よる 1時間毎の連続採水を行い、測定回数 718回である。

［成果の概要• 特徴］

L. 宮良川本流（底原ダム ーニ又堰 ー平喜名橋 ー平喜名堰 ー河口）は上流に山林が多く、 畑地等の負荷源

は下流に多いため、全窒素濃度 (T-N)は上流か ら下流にむけて徐々に上昇する。一方、支流の T-Nは

上流に大規模家畜団地がある振典橋で、流域内に畑地が多い仲水橋よ り顕著に高かった ことか ら、家

畜排泄物による窒素汚染の影替の大きさが示唆される （図2)。

2. 懸濁物質流量（図 3)、窒素流量 （図4)と河川流量には高い正の相関があり 、この関係式に基づい

て河川流量から双方の値が求められる。また降水量の違いにより 、境界値 5.Smrn/dayで懸濁物質流量

と河川流量の間には異なる関係式が見いだされる。

3. 年間の懸濁物質および窒素、リンの海洋への負荷量はそれぞれ 1882t、68t、7tである。懸濁物質流

量を畑地面積で割 り、流域表土の仮比重を 1.3として土壊侵食深に換算すると 0.2mmと見積も られる

（表 L)。

4. 石垣市農林統計に基づいて椎定した年間の家畜排泄物及び施肥に由来する窒素、リンはそれぞれ

276t、I13tである （表 2)。従っで洵洋への負荷は窒素で 25%、リンで 6%と計算され、リンの流出は

窒素に比べて小さい。

［成果の活用面・留意点］

I. 本データは降雨紐や農業の変化によって変動することが予想されるので、実際の現場に当てはめる際

には注意が必要である。

2. 流域内の人口 146人をもとに推定した生活排水に由来する窒素、リンはそれぞれ O.St、0.06tで、家

畜排泄物あるいは施肥由来に比べ小さいのでここでは考慮していない。
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図 1 宮良川流域
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＊河川流足を水深に換箆

表 2 家畜排泄物由来と化学肥料由来の窒素、リン

T-N 

(to1vyear) 
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家畜排泄物由来※1

化学肥料由来※2

旦旦
注 I;流域内で飼育される家畜頭数 2120をもとに推定
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T-P 
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注 2; 作目毎の作付面和と標準施肥凪から推定
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